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研究成果の概要（和文）：本研究はインドネシアの伝統芸能を対象に、演者と演者、演者と観客、演者とモノの
間で生じる相互作用とそこから生じる一体感を、音と身体の連動に焦点をあてて考察した。現地調査及び芸能者
との共演、関連領域における文献調査から、演者が他者の生み出す音と身体動作に細やかに対応し、協働する特
別な身体性を、経験と訓練によって習得する過程、および音と身体の緊密な相互作用が複雑なネットワークを構
築して上演を生み出す過程を分析した。また芸能が生み出す音と身体の一体感は美学的に重視されるだけでな
く、しばしば共同体のアイデンティティ表象に貢献することを明らかにした。研究成果は論文、公開公演及び録
画によって公開した。

研究成果の概要（英文）：This project examines interactions between performers, between performers 
and audiences, between performers and non-human objects, and the sense of cohesion created by these 
interactions, with particular focus on the interplay between sound and body, in traditional 
performing arts in Indonesia. 
Based upon field research, collaborative performance with Balinese performers, and literature 
surveys in ethnomusicology, ethnochoreology, and cultural anthropology, I analyzed the performers’ 
development of their corporeality that responds to and collaborates with the sound and movements 
produced by others, through training and experience, and the complex network created by such 
interactions. The study also revealed that the cohesion of sound and body movements is not only 
aesthetically important, but often contributes to the representation of the communal identity in 
Indonesia. The research results were published as articles, as well as in public performance and 
video documents. 

研究分野： 音楽人類学、民族音楽学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
芸能が生み出す一体感は一般に広く認識されているものの学術的な研究対象になることが少なかった。本研究は
特に音と身体のミクロなやりとりに焦点を当てて、複数の演者の協働する過程を分析し、バリの伝統芸能が細や
かな相互作用の中から生み出されていることを明らかにした。「舞踊」と「伴奏音楽」という既成概念や役割分
担をいったん離れて、芸能の現場で生じるあらゆる音と身体の間に相互的ネットワークが築かれる可能性を考え
る、という本研究の視点は、インドネシア以外の芸能研究全般においても今後分析と議論の足がかりとなること
が期待され、舞踊・音楽・芸能の研究を横断する包括的な方法論的な発展に貢献するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

東南アジア島嶼部の芸能では、演者の身体の動きや生み出す音声が統合されて一つにつなが 
るような感覚、すなわち一体感が重視されることが多く、それらの感覚は時には儀礼や祝祭の場
の高揚感や共同体意識の形成にも寄与している。 
しかしこの「一体感」が具体的にどのような現象をさし、どのように生成されるのか、またど

のような技術や芸能の形式がそのような演者間の緊密な連携を可能にするのか、といった疑問
は学術的に十分に考察されていない。そこで本研究は芸能上演中の演者と演者の「あいだ」のや
りとりに着目し、演者間の相互作用的な関係性、すなわち「つながり」の形成を明らかにしよう
とした。 
 
２．研究の目的 
本研究はインドネシアの伝統芸能の上演を、参加者（舞踊家・音楽家・役者・観客等）の間で  

生じる、ミクロな相互作用が一つのネットワークに統合・構築される過程としてとらえなおそう
とするものである。 
芸能の上演中、人々は互いに音や身体の動きを知覚しながら、それに対応して自身の音を生み

出し、身体を動かしている。上演中に人々のあいだではどのようなやりとりが行われ、それぞれ
の音と身体動作はどのように互いを導き、作用しあうのか。芸能において他者と協働し、連動す
る身体性はどのように獲得されるのか。また芸能から生まれる一体感を人々はどのように感じ、
そこにどのような意味や価値を見出しているのかを考察するものである。 

 
 
３．研究の方法 
 本研究は主に(1)現地調査、(2)招聘公演事業、(3)文献調査の 3つの方法によって進めた。 
 
(1) インドネシア（バリ島とロンボク島）で 3年間に約 8週間の現地調査を行い、芸能実践の観

察と記録、関係者へのインタビューを実施した。当初はマレーシアやジャワ島・スマトラ島
等でも現地調査を予定していたが、コロナ下で延期・中止せざるを得なかった。このため計
画を変更してバリ島とロンボク島に調査地を絞り、伝統的な器楽合奏ガムラン、歌芝居アル
ジャ、影絵人形芝居ワヤン・クリット、群舞ルダット等、いずれも複数の演者を必要とする
芸能をとりあげ、それぞれのジャンルにおいて音と身体の相互関係を分析・考察した。また
稽古や準備のプロセスにも注目して、他の演者に反応し、連動する身体性がどのように形成
されるのかを考察した。 
 

(2) バリから演者を招聘し、日本人演奏者と共同で伝統影絵人形芝居を上演した。研究者自身が
伴奏の器楽合奏に参加し、演奏者間及び演奏者と人形遣いのあいだの緊密な相互作用を主体
的に経験し、理解しようと試みた。また上演と準備の過程を記録し、後日現地の実演家から
フィードバックを得ながら、実際に人形遣いの声、楽器、人形、演者の身体がどのようなつ
ながりを生んでいたのかを分析した。 
 

(3) 舞踊学・音楽学・文化人類学における先行研究を参照しながら、自身の調査事例との比較
考察を行った。また他領域の研究者と議論し、共著論文の執筆を通して音と身体の相互作用
を理解するための方法論の構築を試みた。 

 
４．研究成果 
  
複数の事例の分析からは、インドネシアの伝統芸能の上演中、演者の「あいだ」でうまれる「つ

ながり」は、（舞踊家の）舞踊と（音楽家の）演奏の統合といった単純な図式ではとらえきれな
いことがわかった。 
たとえば歌芝居では役者は踊りながらも音（声）を出し、身体動作と声を連動させている。同

時に伴奏を聴きながら、音にあわせて身体を動かしながら、かつ他の踊り手の動作やや声にも反
応しているのである。同じことは演奏者にもいえる。楽器奏者の身体の動きとそこから生まれる
音との間には相互作用があるだけでなく、演奏家は他の演奏家の音や身体を知覚しながら、それ
に連動し、統合するように自らの身体を動かして音を生み出して合奏を成立させる。そして同時
に踊り手の声と身体を知覚し、それに反応し、連動するように演奏してもいる。つまり芸能上演
は「舞踊と伴奏」というような単純な役割分担の組み合わせとしてはとらえきれない。役者も音
（声）を出し、演奏者も身体を動かしており、上演に関わる複数の人々それぞれの身体と音の間
には、個々の役割に応じた複雑で精緻な相互作用のネットワークが築かれているのである。 
 



研究では芸能上演の現場で生じる音と身体の相互作用をとらえるモデルの構築を目指した。
その成果は舞踊研究者エリナ・セイェとの共著で英語論文（Mashino and Seye 2021）として学
術誌に発表した。このモデルでは(1)個人の身体における音と身体動作（音を生み出すために身
体を動かす等）、(2)複数の身体における音と身体（他人の音に対応して音を生み出す、他人の音
を聞いて身体を動かす、あるいは他人の動作に反応して音を生み出す等）、(3)連動して生じ、「一
体」として感じられる音（合奏等）や身体（群舞等）同士の間（合奏によって群舞の伴奏をする、
複数団体で共演するなど）の 3 つの層に整理し、それぞれのレヴェルで同時に生じる相互作用
が、上演に関わるあらゆる人々を相互に連動させ、あるいは協働していると考える。このモデル
は舞踊や音楽の研究に幅広く応用が可能であると考えている。 
 
芸能のジャンルや上演形態によって、３つのレヴェルで構築される相互作用ネットワーク（つ

ながり）のあり方はそれぞれに異なっている。研究ではインドネシアの複数の芸能・音楽の事例
を分析考察しながら、上記のような音と身体の相互作用のありかたについて考察を進めていっ
た。 
バリの伝統音楽グンデル・ワヤンの合奏の分析からは、複数の演者の間でやりとりされている

のは音と音だけではなく、演奏者には互いの身体と連動する身体性が必要であり、初心者の段階
から学習や稽古の過程でそうした身体性の習得が重視されていることを指摘した。また演奏者
が互いの音を聞くだけでなく、互いの身体を「見る」ことが重要であり、さらに身体を「見る・
見せる」ことは観客と演者の相互作用の上でも重要であることが明らかになった。 

歌芝居アルジャの研究では演者と演者の間の関係性だけでなく、身体とモノの間の緊密な
相互作用によっても一体感が生じること、そして特にアルジャの衣装のうち、冠と演者の身体と
の間に築かれる特別な関係性が、世代を超えた芸能伝承を支える機能をもつことを明らかにし
た。 
 
 また伝統武術から生まれたイスラム教徒の芸能ルダットの調査からは、音楽と動作の緊密な
相互作用が、複数の人々の身体を同期させ、統合すること、さらに音によって身体の律動をコン
トロールすることそのものが、武術が芸能へとシフトする重要な分岐点であること、また集団的
な同期が生み出す一体感ゆえに、この芸能がしばしば共同体の集団的なアイデンティティを表
象することを明らかにした。 
 
 一方、招聘事業を実施した影絵人形芝居に関しては、研究成果として一般公開の公演を行い、
後日記録動画に字幕を作成して公開した。コロナの影響で上演後の調査が延期になってしまっ
た、2022 年度の現地調査で演者に聞き取りを行い、人形遣い・演奏者・観客のあいだで生じる
声・楽器・人形・身体のあいだでかわされる相互作用的なやりとりが全体として複雑につながり
あっていることがわかってきた。これらの影絵芝居の事例関しては引き続き考察を続け、将来的
な研究成果の公表を目指したい。 
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2019.12.20(金）光塾common contact 並木町　(東京）演目：ワヤン・パルウォ　＜スタソマ物語＞より 
2019.12.22(日）スタジオリリカ 地下ホール (東京）演目：ワヤン・ラマヤナ    ＜クンボカルナの死＞ 
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